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現在の経済状況は、雇用情勢の悪化や世界的な金融不安再燃の可能性、ドル安・円高基調、国内のデ

フレ懸念などの不安材料などから、景気の先行きは非常に見通し難い状況にありますが、全体的にはゆる

やかな回復基調に向かうと考えます。但し、その回復は急激に落ち込んだ産業が速やかに元に戻るというよ

うな回復ではなく、新たな産業・新たな企業が芽吹き成長し牽引する回復、社会機構の構造改革や既存の産

業 既存の企業 既存の技術の意識改革 構造改革による回復等しか考えられません業・既存の企業・既存の技術の意識改革・構造改革による回復等しか考えられません。

現在の日本の経済状況は依然として厳しい状態にあります。その中でＮＦＫホールディングスでは、創立

60周年となる節目の今期 平成23年3月期から平成25年3月期までの中期３ヶ年経営計画を策定し 「創造し60周年となる節目の今期、平成23年3月期から平成25年3月期までの中期３ヶ年経営計画を策定し、「創造し

挑戦」を合言葉に新生ＮＦＫホールデイングスを目指します。

会社も個人も全力・前進の姿勢で、強靭な基盤の創設と、市場や環境の変化に即応できる対応力の強化、強 創 、 場 環 変 強

と、自らを絶え間なく柔軟に進化・進展させる気構えを持って、あらゆる機能を高度化・先鋭化し、「強い会社」

「耀く魅力ある会社」を構築するために全力を出して取り組んでいきます。

2010年5月14日

代表取締役社長
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代表取締役社長



年 年２００５～０７年 ２００７～１０年 ２０１０～

無計画な増資と不動産事業や 事業基盤の強化とコアビジネスへの集中と利益体質への無計画な増資と不動産事業や
投融資事業などへの急拡大

・ガバナンス等に問題のある

不適切な投融資

事業基盤の強化と
新たなる成長

コアビジネスへの集中と利益体質への
変換

・不採算事業からの撤退などの事業リストラ

子会社 社を 社に不適切な投融資

・燃焼関連事業とかけ離れた

分野への投資

・新中期経営計画

子会社１１社を４社に

・不良債権処理、減資などの財務リストラ

不良債権売却と減資による繰越損失の一掃

・増資関連での不祥事の発生 ・有利子負債の圧縮

１７億２６百万円から４７百万円に

【成果】 安定的な収益基盤
累損の拡大

企業イメージの失墜

【成果】
☆健全な財務体質の構築
☆本業での収益体質の構築
【課題】

縮小均衡体制となり 売上・収益・財務などの全ての

安定的な収益基盤
を構築し、全てのス
テークホルダーか
ら信頼される企業
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企業イメ ジの失墜 縮小均衡体制となり、売上・収益・財務などの全ての
分野で基盤が脆弱となった

ら信頼される企業
に生まれ変わる



過去の問題点 信頼回復への手段

・適切な事業ポートフォリオの視点が欠落した、
戦略性のない事業拡大

・投融資の経営意思決定等における、企業ガ

・ 新たな成長基盤の確立
→ 多様な収益源の構築

・ 既存事業基盤の強化
バナンスが不十分

・１０年以上も赤字と無配が継続
・総括して事業基盤の棄損と企業イメージが
失墜してしまった

→ 景気の影響を受けにくい安定した
収益基盤の構築

・ コンプライアンス
→ 信頼される企業への生まれ変わり

上場企業として 市場 投資家からの信頼を

→ 信頼される企業 の生まれ変わり

・上場企業として、市場・投資家からの信頼を
失っている

・一株純資産８０円台、自己資本比率６０％にも

安定的に持続成長可能な収
益基盤を構築し、全てのス

ダかかわらず株価は４０円前後と低迷

早急な信頼回復が求められている

テークホルダーから信頼さ
れる魅力溢れる企業へと生
まれ変わる

4

早急な信頼回復が求められている まれ変わる



企業イメージを刷新して信頼を回復する

安定的な収益基盤を構築し復配を果たす安定的な収益基盤を構築し復配を果たす

「社会に貢献し信頼される会社」
過去の完全な総括と企業イメ ジの 新・過去の完全な総括と企業イメージの一新

・企業ガバナンスとコンプライアンス徹底に対する外部評価の確立

「投資家にとって魅力あふれる会社」「投資家にとって魅力あふれる会社」
・長期的スタンスでの保有に魅力を感じる会社
・安定株主確保と株主利益の充実

「社員が働きがいと夢を持てる会社」
・企業成長の礎である社員が夢と誇りを持てる会社
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企業成長の礎である社員が夢と誇りを持てる会社



成長への挑戦 既存事業基盤の強化

① 新規事業への進出

② 既存事業の強化

① コスト管理のさらなる徹底

② 人材の育成② 既存事業の強化

③ 海外市場での拡大

② 人材の育成

③ 全社統制

ＣＳＲ経営の推進

安定的に持続成長可能な収益基盤の構築

6

安定的 持続成長可能な収 基盤 構築



新規事業 進出

当社が永年にわたり培った技術と信頼を生かした新規事業への進出

新規事業への進出

当社が永年にわたり培った技術と信頼を生かした新規事業への進出

・ 既存技術を新しい分野へ応用
→ 環境関連事業、エネルギー関連事業

新市場
再資源
化関連

原材料
供給

環境関連
バイオリファイナリー

エネル
ギー関連

・ 新しい技術で新分野へ参入
→ 加水分解技術による再資源化事業や
→ 原材料供給事業等

プロセス

過熱 加水分

供給

事業提携・Ｍ＆Ａ

ギー関連

・ 事業提携、Ｍ＆Ａ、新会社
既存市場

既存技術・サービス 新技術・サービス

過熱
水蒸気

加水分
解技術

既存技術

多様な収益源の構築

既存技術・サービス 新技術・サービス
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多様な収益源の構築



既存事業の強化既存事業の強化

技術開発力強化、営業力強化、事業提携、資本提携

営業力強化技術開発力強化

・ 高効率で低環境負荷製品の開発 ・ 待ちの営業からソリューション営業へ
・ 業界ＴＯＰを意識した開発
・ 顧客ニーズを的確に捉えた開発

・ 既存顧客管理の徹底と新規開拓強化
・ 顧客ニーズを的確に捉える営業

資本提携 事業提携

Ｒ＆Ｄ

資本提携、事業提携、Ｍ＆Ａ

相互シナジーが発揮できる企業との連携

安定した黒字基盤の構築
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定 黒 構



海外展開の強化

グループ一体となった海外戦略のもと海外市場でのシェア拡大を果たす

・諸外国における各種プラント、燃焼関連と
周辺分野、廃棄物処理、環境分野におけ
るビジネスチャンスの獲得

・海外に強く、エンジニアリング部門を持つ
ゼネコンエンジニアリング会社との連携

・大手商社各社との連携に基づく、受注機会
確保や相互情報 有機的活 よる確保や相互情報の有機的活用によるフィー
ビジネスの展開

・技術供与、提携先の拡大

世界のＮＦＫの実現
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事業基盤の強化

市場環境の変化に耐えうるコスト構造、将来の成長の礎となる人材

人材の育成グループコスト低減の徹底

・ 原価管理の徹底、予算管理の徹底、
業務効率の向上 適正な要員配置

・ 目標とする社員像を実現する人材育成
意識改革 育成制度の確立 目標管理業務効率の向上、適正な要員配置

・ バリューと安心感のある製品を供給
・ 意識改革、育成制度の確立、目標管理

評価制度の制定

連結経営 高度化 耕化連結経営の高度化・深耕化
連結企業グループの一体感を高め、グルー
プ内企業間における相互シナジーの達成

安定した黒字基盤の構築
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安定した黒字基盤の構築



地球環境保全と循環型社会の構築に貢献

コーポレートガバナンス省エネ

技術
あらゆるステーク
ホルダーと良好な

「企業理念」

地球環境保 環境関低環境

法令遵守 情報開示

お客様

関係を築き上げる

全と循環型
社会の実現

に貢献

環境関
連事業

低環境

負荷技術 効率性 収益性

リスク管理内部統制

株 主

取引先

地域社会

バイオリ
ファイナ
リー事業

リスク管理内部統制地域社会

地球環境

社 員

信頼の回復
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信頼の回復



（１）配当について

2013年3月期に復配

あらゆるステークホルダーから信頼される企業を目指す
配当については、安定性、継続性に加え、業績との連動性を高めた成果の配分を

行うことを基本方針として、本中期３カ年計画の最終年度に１株当たり２ 円の復配

を実施する とを目標に たします それ以降に は 配当性向が連結純利益

年 月期 復

を実施することを目標にいたします。それ以降については、配当性向が連結純利益
の２０％以上となるよう、その時点での資金・財務状況や今後の事業投資予定等を
総合的に判断しながら、配当の安定・継続性を維持していくこととします。

（２）その他の資本政策について

内部留保に関する考え方
・企業価値の持続的な成長を図るために、内部留保については、財務基盤の強

化、新規技術の開発、新規事業開拓などを中心に効率的に活用していく方針です。

信頼の復

化、新規技術の開発、新規事業開拓などを中心に効率的に活用していく方針です。
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（単位：百万円）

2009年3月期
(実績）

2010年3月期
（実績）

2011年3月期
（計画）

2012年3月期
（計画）

2013年3月期
（計画）

2010‐13年
増減

売 上 高 3,895 2,640 3,037 3,900 5,500 +2,860

営 業 利 益 147 △61 28 200 550 +611

経 常 利 益 155 △46 33 200 550 +596

当 期 純 利 益 88 △86 35 160 500 +586当 期 純 利 益 88 △86 35 160 500 +586

純 資 産 2,513 2,444 2,479 2,639 3,139 +695

１株利益 （円 ） 2.99 △2.91 1.18 5.39 16.86 +19.77

１株純資産（円） 84.75 82.43 83.60 88.99 105.85 +23.42

売上高予想推移 １株純資産推移

30
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（
億 60

80
100

（
円

株純資産推移

0

30円
）

0
20
40）
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（単位：百万円）

2009年3月期
(実績）

2010年3月期
（実績）

2011年3月期
（計画）

2012年3月期
（計画）

2013年3月期
（計画）

2010‐13年
増減

Ｎ Ｆ Ｋ Ｈ Ｄ 419 309 295 320 470 161

日 本 フ ァ ー ネ ス 3,670 2,379 2,700 3,200 4,100 1,721

フ ァ ー ネ ス Ｅ Ｓ 161 238 304 400 550 312

光 電 機 123 103 145 180 200 97

新 規 事 業 0 0 0 300 1,000 1,000

5000

6000

7000

（

新規事業

光電気

＊新規事業分については新中期経営
計画の新規事業戦略によって達
成するグループ各社の増加分を抽
出してまとめたものです

3000

4000

5000（
百
万
円
）

ＥＳ

ファーネス

NFKHD

出してまとめたものです。
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株式会社ＮＦＫホールディングス株式会社ＮＦＫホ ルディングス
企画部 ＩＲ担当

〒２３０－０００２

神奈川県横浜市鶴見区尻手 ３神奈川県横浜市鶴見区尻手２－１－５３
ＴＥＬ ： ０４５（５７５）８０００
ＦＡＸ ： ０４５（５７５）８０２５

Ｅ－ＭＡＩＬ：ｉｒ＠ｎｆｋ－ｈｄ．ｃｏ．ｊｐ

本資料に記載されている計画・戦略・見通しおよびその他の歴史的事実でないものは、将来に関する見通しであり、これら
は現在入手可能な期待・見積もり・予想に基づいています。これらの期待・見積もり・予想は経済情勢や競争環境の変化等
の潜在的なリスク・不確定要素、仮定の影響を受けますので、実際の実績は見通しから大きく異なる可能性があります。
また、当社は新しい情報・将来の出来事などに基づきこれらの将来予測を更新する責務を負うものではありません。
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また、当社は新しい情報 将来の出来事などに基づきこれらの将来予測を更新する責務を負うものではありません。


